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「
金
融
市
場
レ
ポ
ー
ト
」
と
は

　
日
本
銀
行
で
は
、
金
融
政
策
を
行
っ

て
い
く
上
で
必
要
な
情
報
を
集
め
る
た

め
、
日
頃
か
ら
国
内
外
の
金
融
市
場
動

向
の
調
査
・
分
析
を
幅
広
く
行
っ
て
い

ま
す
。「
金
融
市
場
レ
ポ
ー
ト
」
は
、

こ
れ
ら
を
基
に
半
年
ご
と
に
包
括
的
に

レ
ビ
ュ
ー
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
際
は
、

短
期
的
な
市
場
の
変
動
だ
け
で
は
な

く
、
市
場
の
基
調
（
ト
レ
ン
ド
）
や
そ

の
背
後
に
あ
る
需
給
動
向
・
構
造
的
な

要
因
等
に
つ
い
て
も
説
明
を
加
え
る
ほ

か
、
市
場
機
能
面
の
課
題
と
日
本
銀
行

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
も
概
観
し

て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
内
外

金
融
市
場
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い

中
に
あ
っ
て
も
、
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
が

タ
イ
ム
リ
ー
で
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
金
融
に
関
す
る
日
本
銀
行
の
他
の
公

表
資
料
で
は
、「
経
済
・
物
価
情
勢
の

展
望
」
や
「
金
融
経
済
月
報
」
に
金
融

市
場
動
向
を
説
明
し
て
い
る
パ
ー
ト
が

あ
る
ほ
か
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
状
況
に

つ
い
て
分
析
を
行
う
「
金
融
シ
ス
テ
ム

レ
ポ
ー
ト
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
に
対
し
て
、「
金
融
市
場
レ
ポ
ー
ト
」

は
、
内
容
が
内
外
金
融
市
場
の
動
向
に

特
化
し
て
い
る
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
点
に

大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ

の
よ
う
な
金
融
市
場
の
動
向
に
特
化
し

た
レ
ポ
ー
ト
は
、
米
欧
の
主
な
中
央
銀

行
を
見
渡
し
て
も
他
に
例
を
見
な
い
も

の
で
す
。

「
金
融
市
場
レ
ポ
ー
ト
」
の

内
容

　
最
近
の
「
金
融
市
場
レ
ポ
ー
ト
」
で

は
、
内
外
金
融
市
場
の
連
関
の
深
ま
り

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
国
際
金
融
市
場

と
わ
が
国
の
金
融
市
場
の
二
部
構
成
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
国
際
金
融
市
場
に
関
す
る

パ
ー
ト
で
は
、
一
昨
年
の
夏
以
来
の
国

際
金
融
市
場
の
混
乱
や
各
国
中
央
銀
行

に
よ
る
政
策
対
応
等
に
焦
点
を
当
て
つ

つ
、
幅
広
い
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て

日本銀行では、半年ごとに「金融市場レポート」を公表しています。
次ページ以降には最新号の概要を掲載していますが、このレポートに
ついて、その特徴や内容を簡単に紹介します。

〜「金融市場レポート」を読む前に〜

日本銀行のレポートから

い
ま
す
。
先
般
公
表
し
た
最
新
号
で
は
、

最
近
の
国
際
金
融
市
場
に
お
け
る
投
資

家
の
リ
ス
ク
・
ア
ペ
タ
イ
ト
（
リ
ス
ク

許
容
度
）
の
回
復
に
つ
い
て
、
世
界
経

済
の
先
行
き
や
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整

と
の
関
係
も
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
持
続

性
を
多
角
的
に
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
わ
が
国
の
金
融
市
場
に
関
す

る
パ
ー
ト
で
は
、
短
期
金
融
市
場
、
国

債
市
場
、
株
式
市
場
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
市

場
、
外
国
為
替
市
場
と
い
っ
た
主
要
な

市
場
ご
と
に
、
わ
が
国
固
有
の
特
性
や

日
本
銀
行
の
政
策
措
置
の
効
果
等
も
踏

ま
え
つ
つ
、
こ
の
半
年
間
の
動
向
を
説

明
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
銀
行
で
は
、「
金
融
市
場
レ
ポ
ー

ト
」
が
、
市
場
関
係
者
等
と
の
問
題
意

識
の
共
有
を
深
め
る
こ
と
の
一
助
と
な

り
、
幅
広
い
方
々
が
金
融
市
場
の
動
向

を
理
解
す
る
上
で
役
立
つ
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
二
〇
〇
五
年
の
創
刊
以
来
、

全
て
の
レ
ポ
ー
ト
（
含
む
英
語
訳
版
）

全
文
は
、
日
本
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
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要 

旨
一、
国
際
金
融
市
場
に
お
け
る

　

 

リ
ス
ク・ア
ペ
タ
イ
ト
の
回
復
と

      

世
界
経
済
の
脆
弱
性

乗
作
用
の
深
化
を
食
い
止
め
よ
う
と

政
策
を
総
動
員
し
て
き
た
。
〇
九
年

三
月
頃
か
ら
は
、
金
融
経
済
環
境
を

巡
る
不
確
実
性
の
程
度
が
和
ら
ぎ
、

極
度
に
悲
観
的
な
見
方
に
覆
わ
れ
た

経
済
主
体
の
行
動
に
も
一
部
で
変
化

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
過
度
な
金
融
シ
ス
テ
ム
不
安

は
後
退
し
、
景
気
に
も
底
入
れ
観
測

が
徐
々
に
拡
が
る
中
で
、
投
資
家
の

リ
ス
ク
・
ア
ペ
タ
イ
ト
は
あ
る
程
度

回
復
し
、
株
式
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
資
産

な
ど
リ
ス
ク
資
産
が
徐
々
に
買
い
戻

さ
れ
る
展
開
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
テ
イ

　

二
〇
〇
八
年
秋
以
降
、
世
界
経
済
が

金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
中
で
、
景
況

感
は
急
激
に
悪
化
し
、
先
行
き
の
経
済

見
通
し
や
金
融
資
産
評
価
に
関
す
る
不

確
実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
し
て
、
各
国
政
府
や
中
央

銀
行
は
、
金
融
と
実
体
経
済
の
負
の
相

「
金
融
市
場
レ
ポ
ー
ト
」

二
〇
〇
九
年
七
月
　
　

ク
行
動
は
経
済
全
体
に
拡
が
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
〇
七
年
ま

で
の
信
用
拡
張
期
に
お
い
て
、
過
度

に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
拡
大
さ
せ
て

き
た
経
済
主
体
に
よ
る
調
整
は
ま
だ

途
上
に
あ
り
、
世
界
経
済
は
脆
弱
性

を
抱
え
て
い
る
。
日
本
の
バ
ブ
ル
崩

壊
期
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
過
剰
な

債
務
が
維
持
可
能
な
水
準
に
低
下
す

る
ま
で
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
調
整

は
続
き
、
経
済
に
対
し
て
下
押
し
圧

力
と
な
っ
て
作
用
す
る
可
能
性
が
高

い
。
今
回
の
局
面
で
は
、
例
え
ば
、

米
英
の
家
計
部
門
な
ど
不
動
産
の
購

入
主
体
が
支
出
を
抑
制
し
、
レ
バ
レ

ッ
ジ
を
適
正
水
準
に
向
け
て
低
下
さ
せ

て
い
く
限
り
、
そ
の
過
程
で
は
、
基
調

と
し
て
不
動
産
市
場
の
需
給
緩
和
が
続

く
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
資
産
価

格
の
下
落
が
継
続
す
れ
ば
、
彼
ら
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
毀
損
し
、
支
出
活
動

が
一
層
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
金
融
シ
ス
テ
ム
が
市
場
の
信

頼
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、

米
欧
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
な
お

問
題
を
抱
え
て
い
る
。米
欧
の
銀
行
は
、

資
本
増
強
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、
レ

バ
レ
ッ
ジ
は
依
然
高
い
状
態
に
あ
る
。

景
気
の
下
振
れ
か
ら
資
産
価
格
の
ボ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
が
再
び
高
ま
っ
た
場
合
、
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二
、  

二
〇
〇
九
年
上
期
の

　

      
本
邦
金
融
市
場
の
動
向

　
　
　
市
場
環
境
の
改
善
と

　
　
　
　
　
　
神
経
質
な
展
開

レ
バ
レ
ッ
ジ
が
高
い
ほ
ど
銀
行
の
破
綻

確
率
も
高
ま
る
た
め
、
銀
行
に
は
そ
う

し
た
リ
ス
ク
を
小
さ
く
し
よ
う
と
す
る

誘
因
―
―
す
な
わ
ち
、
デ
レ
バ
レ
ッ
ジ

の
継
続
圧
力
―
―
が
当
面
働
く
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
過
去
数
年
間
、
米
欧

銀
行
は
短
期
資
金
の
市
場
調
達
依
存
度

を
高
め
、
こ
れ
を
原
資
に
長
期
債
権
の

保
有
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
金
融

混
乱
の
中
で
、
満
期
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
伴

う
流
動
性
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
直
面
し

た
。
中
央
銀
行
の
積
極
的
な
流
動
性
供

給
に
よ
り
、
銀
行
の
資
金
流
動
性
制
約

は
緩
和
さ
れ
て
き
た
が
、
米
欧
銀
行
は

同
リ
ス
ク
の
削
減
の
た
め
に
、
短
期
資

金
の
市
場
調
達
依
存
を
低
下
さ
せ
て
い

く
と
み
ら
れ
、
こ
の
こ
と
も
デ
レ
バ
レ

ッ
ジ
の
継
続
圧
力
と
な
っ
て
作
用
し
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
民
間
部
門
の
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
調
整
は
、
景
気
に
対
し
て
下
押
し

圧
力
と
な
っ
て
作
用
す
る
た
め
、当
面
、

公
的
部
門
が
民
間
部
門
に
か
わ
っ
て
総

需
要
を
下
支
え
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
金
融
市
場
の

参
加
者
は
、
財
政
支
出
増
加
に
伴
う

公
的
部
門
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
拡

大
が
、
長
期
金
利
の
不
安
定
化
と
い

う
新
た
な
不
確
実
性
を
生
み
出
す
こ

と
を
、
潜
在
的
な
リ
ス
ク
要
素
と
し

て
意
識
し
始
め
て
い
る
よ
う
に
も
う

か
が
わ
れ
る
。

　
　
　 

　

二
〇
〇
八
年
秋
以
降
、
本
邦
金
融

市
場
は
、
国
際
的
な
金
融
混
乱
の
影

響
を
強
く
受
け
、
各
所
で
市
場
機
能

が
低
下
し
た
。
〇
九
年
に
入
っ
て
も
、

し
ば
ら
く
の
間
は
、
緊
張
感
の
強
い

状
況
が
続
い
た
が
、
日
本
銀
行
の
積

極
的
な
政
策
対
応
な
ど
を
受
け
、
短

期
金
融
市
場
で
は
金
利
の
上
昇
圧
力

が
徐
々
に
和
ら
い
で
い
っ
た
。
〇
八

調
で
あ
る
一
方
、
低
格
付
け
銘
柄
に
対

す
る
投
資
需
要
は
総
じ
て
低
調
に
推
移

し
た
。
ま
た
、
国
債
市
場
で
は
、
財
政

赤
字
の
拡
大
懸
念
に
対
し
て
神
経
を
尖

ら
せ
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
の
間
、
外
国
為
替
市
場
で
は
、

二
〇
〇
九
年
入
り
後
も
、
世
界
経
済
や

金
融
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
市
場
参
加
者

の
見
方
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
、
不
安

定
な
相
場
展
開
と
な
っ
た
。
〇
八
年
末

に
か
け
て
み
ら
れ
た
ド
ル
や
円
を
買
い

戻
す
動
き
は
一
巡
し
、
三
月
以
降
は
、

投
資
家
の
リ
ス
ク
・
ア
ペ
タ
イ
ト
の
回

復
に
つ
れ
て
、
ド
ル
や
円
か
ら
資
源
国

通
貨
や
高
金
利
通
貨
へ
マ
ネ
ー
を
回
帰

さ
せ
る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

年
末
に
か
け
て
発
行
環
境
の
悪
化
し

た
Ｃ
Ｐ
市
場
も
、
政
府
の
対
策
や
日

本
銀
行
の
一
連
の
企
業
金
融
支
援
措

置
の
効
果
か
ら
、
発
行
金
利
が
低
下

し
、
格
付
け
の
高
い
多
く
の
企
業
が

金
額
や
タ
ー
ム
に
つ
い
て
特
段
の
制

約
を
受
け
る
こ
と
な
く
Ｃ
Ｐ
を
発
行

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
改
善
し
た
。

ま
た
、
投
資
家
の
リ
ス
ク
・
ア
ペ
タ

イ
ト
が
回
復
し
て
い
く
中
で
、
資
金

が
安
全
資
産
で
あ
る
国
債
な
ど
か
ら
、

リ
ス
ク
資
産
で
あ
る
株
式
や
社
債
な

ど
に
流
れ
始
め
、
国
債
金
利
の
上
昇
、

株
価
の
上
昇
、
社
債
ス
プ
レ
ッ
ド
の

縮
小
と
い
っ
た
動
き
も
観
察
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
金
融
資
本
市
場
全
般

に
お
い
て
、
資
金
仲
介
機
能
が
改
善

の
方
向
に
向
か
っ
た
が
、
市
場
機
能

は
十
分
に
は
回
復
し
て
い
な
い
。
短

期
金
融
市
場
で
は
、
長
め
の
タ
ー
ム

を
中
心
に
な
お
取
引
の
薄
い
状
態
が

続
い
た
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
で

も
、
投
資
家
の
選
別
姿
勢
は
根
強
く
、

高
格
付
け
銘
柄
に
対
す
る
需
要
が
堅
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三
、
金
融
資
本
市
場
の

    　

   

今
後
の
展
望

そ
し
て
、
民
間
非
銀
行
部
門
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
調
整
が
長
期
化
す
れ
ば
、

銀
行
部
門
の
抱
え
る
不
良
債
権
も
膨

ら
ん
で
い
く
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ
る
。

仮
に
、
景
気
が
下
振
れ
し
米
欧
金
融

機
関
の
経
営
改
善
を
後
戻
り
さ
せ
る

よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
、
金
融
機
関

の
自
己
資
本
の
水
準
に
対
す
る
不
安

が
再
浮
上
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。
市
場
は
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク

に
対
す
る
警
戒
感
を
解
い
て
い
な
い

の
で
、
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
て
敏
感
に

反
応
す
る
、
神
経
質
な
動
き
を
続
け

る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

た
。
た
だ
し
、
為
替
レ
ー
ト
の
ボ
ラ
テ

ィ
リ
テ
ィ
が
な
お
高
め
の
水
準
で
推
移

す
る
中
、
投
資
家
の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
も

限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
ド
ル
や
円
の

シ
ョ
ー
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
拡
大
は
比
較

的
小
幅
な
も
の
に
止
ま
っ
た
。

　

先
行
き
の
金
融
資
本
市
場
の
動
向
を

展
望
す
る
う
え
で
は
、
世
界
経
済
に
お

け
る
最
終
需
要
の
回
復
と
米
欧
を
中
心

と
す
る
金
融
機
関
の
経
営
状
況
の
改
善

が
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る
か
が
、
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
米
国
の
家
計
部

門
の
よ
う
に
、
過
剰
な
債
務
を
負
っ
た

部
門
が
経
済
に
存
在
す
る
場
合
、
当
該

部
門
の
支
出
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
加

え
、
追
加
的
な
信
用
増
加
に
よ
る
需
要

刺
激
効
果
が
減
殺
さ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
実
体
経
済
の
回
復
速
度
は
か
な
り

緩
慢
な
も
の
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

考
え
た
場
合
、
過
去
に
お
い
て
、
金
融

経
済
の
危
機
に
対
応
し
、
安
定
性
を
回

復
す
る
た
め
の
徹
底
し
た
政
策
措
置

が
、
所
期
の
効
果
を
達
成
し
つ
つ
も
、

次
の
不
均
衡
の
芽
を
生
み
出
し
て
い
た

事
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
想
起
す
る
必

要
が
あ
る
。
市
場
の
安
定
を
過
度
に
追

求
す
れ
ば
、
必
然
的
に
次
の
金
融
不
均

衡
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

く
。
こ
の
た
め
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
価

格
付
け
が
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
市

場
機
能
が
持
続
性
の
あ
る
形
で
十
全
に

発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
、
長
い
目
で
み
た

金
融
市
場
の
安
定
化
に
寄
与
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
を

十
分
認
識
し
た
う
え
で
、
市
場
が
本
来

の
自
律
的
な
機
能
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
、
市
場
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
尽
く
す
こ
と
が
、
今
後
、
金
融

資
本
市
場
の
頑
健
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
う
え
で
有
益
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
）
詳
し
く
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.boj.or.jp/type/ronbun/m

kr/
m

kr0907a.htm

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
米
欧
金
融
機
関
経
営
に
対

す
る
不
安
が
再
度
高
ま
れ
ば
、
金
融

と
実
体
経
済
の
負
の
相
乗
作
用
を
通

じ
、
景
気
へ
の
下
押
し
圧
力
が
高
ま

る
た
め
、
さ
ら
な
る
財
政
支
出
の
増

加
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
財
政
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
不
確
実
性
も
拡
大

し
よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
長
期
金
利

が
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
か
ら
乖
離

し
、
政
府
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
高

ま
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
政
府

が
支
援
す
る
民
間
部
門
の
調
達
コ
ス

ト
も
上
昇
す
る
と
い
う
連
鎖
効
果
が

発
生
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
結

果
、
国
際
金
融
市
場
全
体
の
不
安
定

化
を
通
じ
、
本
邦
金
融
市
場
に
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
考
え
る
と
、
米
欧
の

金
融
機
関
が
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
感
を

維
持
し
な
が
ら
不
良
債
権
処
理
を
進

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
金
融
資
本

市
場
の
安
定
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

重
要
な
鍵
と
な
ろ
う
。

　

一
方
、
よ
り
長
い
視
点
に
た
っ
て


